
平成２9年度 

地球には宇宙から絶えず放射線が飛来している。ジェット旅客機
が巡航飛行する高度では，高エネルギーの宇宙線粒子（主に陽
子）と大気との衝突で発生した二次粒子により 0 . 1～ 1 0  µ S v / h，
高度 1 0 0 k m以上の宇宙環境では超新星爆発で生じた陽子や重粒
子等により 0 . 2～ 2  m S v / dの線量率で宇宙線被ばくを受ける。ま

た、高エネルギー粒子の大量放出を伴う太陽フレアが発生すると、
数時間～数日のうちに高い線量の被ばくを受ける恐れがある。そ
こで，国際放射線防護委員会（ I C R P ）は航空機乗務員と宇宙飛

行士の被ばくを放射線防護の対象とすることを勧告し，それを受
ける形で，欧州連合加盟国や日本では，宇宙線被ばくに対して航
空会社や宇宙開発事業者による自主的な管理が行われてきた。
その現状と将来の展望について概観する。  
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